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害
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理
事
長
　
森　

山　
　
　

彰

一　

今
期

も
、
第
七

波
の
コ
ロ

ナ
禍
に
異
常

な
猛
暑
や
台
風
が
加
わ
っ
た
た

め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
す
る
相
談
事
件
や
事
件
受

託
事
件
は
、
低
調
に
推
移
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

他
方
で
は
、
当
法
人
目
玉
の
後

見
人
実
務
研
修
や
各
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
活
発
に
行

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
現
在
実

施
中
の
「
久
留
米
地
区
市
民
後

見
人
育
成
研
修
」
は
、
計
画
ど

お
り
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
心

強
く
頼
も
し
い
限
り
で
、
こ
れ

も
、
一
重
に
役
員
・
会
員
が
心

を
合
わ
せ
て
、
御
尽
力
願
っ
た

結
果
で
あ
る
か
ら
、
心
か
ら
敬

意
と
謝
意
を
表
し
た
い
。

二　

と
こ
ろ
で
、
去
る
九
月
一

日
・
二
日
、
さ
わ
や
か
福
祉
財

団
が
主
催
し
た
「
生
き
が
い
・

助
け
合
い
サ
ミ
ッ
ト
i
n
東
京
」

（
開
催
場
所
・
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

新
高
輪
・
国
際
館
パ
ミ
ー
ル
）

に
お
け
る
パ
ネ
ル
・
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
登
壇
者
と
し
て
招
聘
さ
れ

た
。

　

会
場
参
加
者
一
五
〇
〇
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
者
三
〇
〇
〇

人
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

小
生
が
参
加
す
る
分
科
会
の

テ
ー
マ
は
、「
身
上
保
護
中
心
の

市
民
後
見
を
ど
の
よ
う
に
広
め

る
か
」
で
あ
る
。
司
会
は
大
森

彌
東
大
名
誉
教
授
、
発
表
者
は
、

全
国
で
実
力
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

市
民
後
見
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
三
の
代
表

者
、
そ
れ
に
内
閣
官
房
梶
野
参

事
官
が
参
加
し
た
。

三　

そ
こ
で
、
小
生
の
登
壇
者

と
し
て
の
論
旨
は
次
の
と
お
り

で
、
次
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
実

践
に
よ
り
、
地
域
共
生
社
会
に

向
け
、
市
民
後
見
人
を
飛
躍
的

に
増
加
さ
せ
る
必
要
性
を
力
説

し
た
。

　

第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
地
域

後
見
」
の
理
念
の
実
践
で
あ
る
。

　

当
法
人
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
低
迷
を
打
開
す
る
た
め
、

「
全
国
津
々
浦
々
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
容
易
に
成
年
後
見

制
度
を
利
用
し
、
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を

構
築
し
よ
う
！
そ
の
主
役
は「
市

民
後
見
人
！
」
と
す
る
地
域
後

見
の
理
念
を
提
唱
し
た
。
こ
れ

に
基
づ
き
当
法
人
は
、
福
岡
市

を
は
じ
め
各
地
域
で
十
一
回
に

わ
た
る
本
格
的
な
「
市
民
後
見

人
育
成
研
修
」
を
実
施
、
約
五

〇
〇
名
の
市
民
後
見
人
を
誕
生

さ
せ
、
そ
の
育
成
と
活
用
に
尽

力
し
て
き
た
。

　

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
制
度

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、「
後
見
事
務
処
理
の
範
囲
を

法
律
行
為
だ
け
に
固
執
す
る
こ

と
な
く
、
本
人
の
身
上
に
対
応

し
た
適
切
な
支
援
で
あ
れ
ば
、

事
実
行
為
も
含
ま
れ
る
」
と
す

る
「
身
上
保
護
重
視
の
後
見
」

の
理
念
を
提
唱
し
、
実
践
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
、「
介
護
上
の
同
意

や
医
療
上
の
同
意
、
又
は
同
行

支
援
や
見
守
り
等
の
寄
り
添
い

行
為
に
幅
広
く
対
応
し
て
、
身

上
保
護
の
実
効
性
の
確
保
と
信

頼
性
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
上
述

の
よ
う
な
優
れ
た
資
質
を
有
す

る
市
民
後
見
人
を
多
数
誕
生
さ

せ
る
に
は
、
ど
ん
な
仕
組
み
が

ふ
さ
わ
し
い
か
で
あ
る
。

　

市
民
後
見
人
の
最
小
限
の
要

件
は
、
社
会
貢
献
に
意
欲
が
あ

り
、
一
定
水
準
の
市
民
後
見
人

育
成
研
修
を
履
修
し
た
者
で
あ

る
。
そ
の
市
民
後
見
人
に
は
、

大
別
し
て
二
種
類
が
あ
る
。
一

つ
は
、
個
人
が
家
庭
裁
判
所
か

ら
後
見
人
を
受
任
す
る
市
民
後

見
人
受
任
型
、
も
う
一
つ
は
、

法
人
が
受
任
、
市
民
後
見
人
が

事
務
処
理
を
す
る
法
人
受
任
・

市
民
後
見
人
処
理
型
で
あ
る
。

　

前
者
は
、
平
成
二
三
年
ス

タ
ー
ト
の
厚
労
省
の
市
民
後
見

推
進
事
業
に
採
用
さ
れ
た
仕
組

み
で
あ
る
が
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

な
い
市
民
後
見
人
の
事
務
処
理

に
は
信
頼
が
得
ら
れ
ず
、
受
任

数
は
僅
か
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
後
者
は
、
法
人
自

体
が
後
見
人
を
受
任
し
、
そ
の

後
見
事
務
は
市
民
後
見
人
た
る

職
務
担
当
者
が
処
理
し
、
そ
れ

を
法
人
自
体
が
指
導
監
督
す
る

仕
組
み
で
あ
る
か
ら
、
法
人
か

ら
の
多
様
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受

け
る
上
、
永
続
性
や
弾
力
性
等

法
人
後
見
の
メ
リ
ッ
ト
も
享
受

で
き
る
の
で
、
市
民
後
見
人
は

後
者
の
法
人
後
見
型
が
多
数
を

占
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
用

促
進
法
第
二
期
基
本
計
画
で

は
、
後
者
の
法
人
後
見
型
の
普

及
を
主
と
し
、
前
者
の
個
人
後

見
型
を
従
と
し
て
推
進
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
。

　

第
四
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
市
民

後
見
人
を
全
国
に
着
実
に
広
め

る
た
め
に
は
、
現
在
ど
ん
な
課

題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ

う
に
解
決
す
べ
き
か
で
あ
る
。

　

法
人
受
任
・
市
民
後
見
人
処

理
型
と
し
て
活
動
し
て
い
る
法

人
は
、
現
在
、
主
と
し
て
①
社

会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社
協
」

と
い
う
）
と
、②
法
人
後
見
を
事

業
目
的
と
す
る
市
民
後
見
Ｎ
Ｐ

Ｏ
で
あ
る
。

①
の
社
協
に
は
、
社
協
自
体
が

法
人
後
見
を
担
う
直
営
方
式

と
、
社
協
と
は
別
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

設
立
し
て
法
人
後
見
を
行
う
Ｎ

Ｐ
Ｏ
方
式
の
二
種
類
が
見
ら
れ

る
。
直
営
は
中
・
小
規
模
の
社

協
に
多
く
、
後
見
の
取
扱
い
が

稀
か
又
は
容
易
な
事
件
が
中
心

で
、
処
理
能
力
が
貧
弱
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
方
式
は
大

規
模
社
協
が
中
心
で
、
処
理
能

力
は
高
く
、
住
民
の
信
頼
も
得

て
い
る
。
そ
こ
で
、
課
題
は
直

営
方
式
に
お
け
る
処
理
能
力
の

強
化
で
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
と

制
約
が
あ
り
、
単
独
で
の
強
化

は
見
通
せ
な
い
の
で
、
複
数
の

社
協
が
共
同
し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立

ち
上
げ
、
法
人
後
見
を
実
施
す

る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、②
の
市
民
後
見

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、
自
治
体
の
財
政

支
援
を
受
け
る
支
援
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
民
間
の
自
立
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ

る
。
一
般
論
で
は
、
双
方
と
も

事
業
運
営
に
安
定
性
と
柔
軟
性

が
あ
っ
て
、
複
雑
困
難
な
事
件

の
処
理
能
力
を
有
し
、
地
域
住

民
の
信
頼
も
得
や
す
い
。
特
に
、

自
立
型
の
市
民
後
見
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ

と
、
当
法
人
の
よ
う
に
、
あ
ち

こ
ち
で
市
民
後
見
人
育
成
研
修

を
開
催
し
て
、
多
数
の
市
民
後

見
人
を
誕
生
さ
せ
、
又
は
特
定

地
域
に
限
定
せ
ず
、
自
在
に
市

民
後
見
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ

て
、
市
民
後
見
人
増
加
の
基
盤

づ
く
り
が
で
き
る
。し
た
が
っ
て
、

幅
広
く
市
民
後
見
人
を
増
加
さ

せ
る
方
策
と
し
て
は
、
自
治
体

支
援
型
よ
り
自
立
型
市
民
後
見

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
が
優
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
課
題
と
し
て
は
、
自

立
型
市
民
後
見
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、

財
政
基
盤
が
不
安
定
だ
っ
た
り
、

処
理
能
力
が
不
十
分
だ
っ
た
り
、

成
長
未
熟
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
は
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
自
体
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
必

要
な
の
は
勿
論
だ
が
、
地
域
共

生
社
会
の
主
役
、
多
数
の
市
民

後
見
人
の
誕
生
を
目
指
す
こ
と

の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
、
自
治

体
及
び
関
係
団
体
は
、
自
立
型

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
支
援
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

立
ち
上
げ
支
援
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
助
成

金
申
請
の
仕
組
み
も
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
つ
く
り

は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
が
、
急

が
ば
回
れ
の
故
事
に
従
い
、
着

実
で
有
効
な
仕
組
み
つ
く
り
が

求
め
ら
れ
る
。

市
民
後
見
人
の
数
を
飛
躍
的
に

増
加
さ
せ
よ
う
！

市
民
後
見
人
の
数
を
飛
躍
的
に

増
加
さ
せ
よ
う
！

地
域
共
生
社
会
に
向
け
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広
場
に
寄
せ
て

広
場
に
寄
せ
て

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
上
手

に
や
ろ
う

熊
本
県
立
大
学

名
誉
教
授

　
石
橋
　
敏
郎

　

身
内
の
恥
を
さ
ら
す
よ
う
で

あ
る
が
、
熊
本
県
で
は
、
今
年
に

入
っ
て
、
権
利
擁
護
事
業
に
従
事

す
る
専
門
職
の
不
祥
事
が
相
次

い
で
い
る
。四
月
に
は
、後
見
人
で

あ
っ
た
弁
護
士
が
、
被
後
見
人
の

口
座
か
ら
約
五
千
万
円
を
引
き

出
し
、
競
馬
に
使
っ
て
し
ま
っ
た

事
実
が
発
覚
し
た
。五
月
に
は
、

Ｋ
市
の
保
護
課
の
女
性
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
、被
保
護
者
の
高
齢

女
性
か
ら
保
護
費
の
一
部
を
だ

ま
し
取
っ
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ

て
い
る
。九
月
に
は
、Ｙ
市
社
協

の
職
員
が
、地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
の
利
用
者
の
口
座
か
ら
現

金
を
不
正
に
引
き
出
し
て
い
た

事
実
が
判
明
し
た
。専
門
職
に
対

す
る
信
頼
を
裏
切
る
行
為
で
誠

に
残
念
で
あ
る
。専
門
職
と
し
て

の
倫
理
意
識
の
欠
如
に
関
し
て

は
弁
解
の
余
地
は
な
い
が
、
し
か

し
、
こ
う
し
た
事
件
の
背
景
に

は
、
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
も
原
因

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

指
摘
も
多
い
。

　

私
は
、
福
祉
職
の
研
修
で
は
、

「
福
祉
の
仕
事
は
難
し
い
が
、
し

か
し
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で

あ
る
」
と
い
う
内
容
の
話
を
し

て
、
最
後
に
必
ず「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
心
が
け
よ
う
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
。「
難
し
い
」
と
い
う
理
由

は
、①
利
用
者
の
生
命
や
財
産
を

預
か
る
仕
事
な
の
で
絶
対
に
ま

ち
が
い
が
許
さ
れ
な
い
、②
人
間

を
相
手
に
す
る
仕
事
な
の
で
、
利

用
者
や
家
族
の
た
め
を
思
っ
て

や
っ
て
も
、
相
手
は
そ
う
思
っ
て

く
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う

二
点
で
あ
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
例

を
あ
げ
て
説
明
し
よ
う
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、
百
円
を
渡
さ

れ
、「
こ
れ
で
ほ
う
れ
ん
草
を
買
っ

て
き
て
」
と
頼
ま
れ
た
そ
う
で
あ

る
。市
場
に
行
っ
て
み
る
と
ほ
う

れ
ん
草
は
二
百
円
に
値
上
が
り

し
て
い
た
。さ
て
ど
う
す
る
か
。

Ａ
さ
ん
は
、自
分
で
百
円
足
し
て

二
百
円
で
買
っ
て
帰
り
、
百
円
足

り
な
か
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
と
、

「
二
百
円
も
し
た
の
な
ら
い
ら
な

か
っ
た
」
と
い
わ
れ
た
そ
う
で
あ

る
。Ｂ
さ
ん
は
、
買
わ
ず
に
帰
り
、

「
値
上
が
り
し
て
い
た
か
ら
買
っ

て
こ
な
か
っ
た
」と
い
う
と
、「
あ

な
た
も
気
の
き
か
な
い
人
ね
。百

円
く
ら
い
追
加
で
払
っ
た
の
に
」

と
い
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。こ
の

二
人
に
と
っ
て
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
よ

く
よ
く
考
え
て
や
っ
た
行
動
な

の
に
、
結
果
的
に
は
、
う
ら
ま
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験
談
で
あ

る
。後
見
人
の
仕
事
も
こ
れ
と
似

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。利
用
者
や
そ

の
家
族
は
、心
身
の
状
態
や
経
済

的
状
態
に
困
難
を
抱
え
て
い
る

人
が
多
い
。そ
れ
を
十
分
に
理
解

し
、利
用
者
や
家
族
と
相
談
の
う

え
で
了
解
を
得
て
行
っ
た
こ
と

な
の
に
、
あ
と
に
な
っ
て
不
満
を

い
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
往
々

に
し
て
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

「
利
用
者
の
た
め
を
思
っ
て
や
っ

た
こ
と
な
の
に
」
と
悲
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
経
験
は
誰
し
も
も
っ

て
い
る
。利
用
者
と
毎
日
接
し
て

い
る
福
祉
職
の
人
に
と
っ
て
は
な

お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。最

近
、
福
祉
職
の
な
か
に
、
精
神
的

に
不
安
定
に
な
り
休
職
や
離
職

す
る
人
が
増
え
て
い
る
の
も
、
こ

う
し
た
ス
ト
レ
ス
が
関
係
し
て

い
る
と
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
、人
間
を
相
手
に
す
る
仕

事
で
は
、自
分
の
士
気
を
維
持
す

る
た
め
の
気
分
転
換
の
工
夫
、
す

な
わ
ち
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
八
月
に
な
っ

て
、成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
民

法
改
正
の
議
論
が
始
ま
っ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
た
。認
知
症
高

齢
者
の
増
加
に
比
べ
て
成
年
後

見
制
度
の
利
用
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
事
態
を
受
け
て
、
も
っ
と

「
使
い
勝
手
」
の
良
い
仕
組
み
に

変
え
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

後
見
人
の
選
任
や
利
用
期
間
、

報
酬
の
基
準
な
ど
の
点
で
の
改

正
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い

る
専
門
職
後
見
人
の
不
祥
事
や

対
応
態
度
に
対
す
る
反
省
の
意

味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。専
門
職

の
な
か
に
は
、
利
用
者
や
家
族
の

意
向
を
無
視
し
て
、「
管
理
的
」思

考
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な

人
が
い
る
と
い
う
批
判
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。い
ま
や
、利
用
者
や

家
族
の
多
様
な
価
値
観
や
こ
れ

ま
で
の
生
活
を
尊
重
し
た
柔
軟

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。個

人
の
意
思
や
望
む
生
活
を
尊
重

し
た
対
応
、
こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に

市
民
後
見
人
の
特
徴
で
は
な
い

か
。と
き
に
は
行
き
違
い
や
思
わ

ぬ
言
動
を
浴
び
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
ろ
う
。だ
か
ら
こ
そ
、
個
々

人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
仕
事
継

続
の
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。

会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社
協
」

と
い
う
）
と
、②
法
人
後
見
を
事

業
目
的
と
す
る
市
民
後
見
Ｎ
Ｐ

Ｏ
で
あ
る
。

　

①
の
社
協
に
は
、
社
協
自
体

が
法
人
後
見
を
担
う
直
営
方
式

と
、
社
協
と
は
別
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

設
立
し
て
法
人
後
見
を
行
う
Ｎ

Ｐ
Ｏ
方
式
の
二
種
類
が
見
ら
れ

る
。
直
営
は
中
・
小
規
模
の
社

協
に
多
く
、
後
見
の
取
扱
い
が

稀
か
又
は
容
易
な
事
件
が
中
心

で
、
処
理
能
力
が
貧
弱
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
方
式
は
大

規
模
社
協
が
中
心
で
、
処
理
能

力
は
高
く
、
住
民
の
信
頼
も
得

て
い
る
。
そ
こ
で
、
課
題
は
直

営
方
式
に
お
け
る
処
理
能
力
の

強
化
で
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
と

制
約
が
あ
り
、
単
独
で
の
強
化

は
見
通
せ
な
い
の
で
、
複
数
の

社
協
が
共
同
し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立

ち
上
げ
、
法
人
後
見
を
実
施
す

る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、②
の
市
民
後
見

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、
自
治
体
の
財
政

支
援
を
受
け
る
支
援
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
民
間
の
自
立
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ

る
。
一
般
論
で
は
、
双
方
と
も

事
業
運
営
に
安
定
性
と
柔
軟
性

が
あ
っ
て
、
複
雑
困
難
な
事
件

の
処
理
能
力
を
有
し
、
地
域
住

民
の
信
頼
も
得
や
す
い
。
特
に
、

自
立
型
の
市
民
後
見
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ

と
、
当
法
人
の
よ
う
に
、
あ
ち

こ
ち
で
市
民
後
見
人
育
成
研
修

を
開
催
し
て
、
多
数
の
市
民
後

見
人
を
誕
生
さ
せ
、
又
は
特
定

地
域
に
限
定
せ
ず
、
自
在
に
市

民
後
見
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ

て
、
市
民
後
見
人
増
加
の
基
盤

づ
く
り
が
で
き
る
。し
た
が
っ
て
、

幅
広
く
市
民
後
見
人
を
増
加
さ

せ
る
方
策
と
し
て
は
、
自
治
体

支
援
型
よ
り
自
立
型
市
民
後
見

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
が
優
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
課
題
と
し
て
は
、
自

立
型
市
民
後
見
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、

財
政
基
盤
が
不
安
定
だ
っ
た
り
、

処
理
能
力
が
不
十
分
だ
っ
た
り
、

成
長
未
熟
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
自
体
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が

必
要
な
の
は
勿
論
だ
が
、
地
域

共
生
社
会
の
主
役
、
多
数
の
市

民
後
見
人
の
誕
生
を
目
指
す
こ

と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
、
自

治
体
及
び
関
係
団
体
は
、
自
立

型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
支
援
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
立
ち
上
げ
支
援
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
助

成
金
申
請
の
仕
組
み
も
重
要
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
つ
く

り
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
が
、

急
が
ば
回
れ
の
故
事
に
従
い
、

着
実
で
有
効
な
仕
組
み
つ
く
り

が
求
め
ら
れ
る
。

自治体支援型自治体支援型 自立型自立型

支援

自立型市民後見NPO
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第
七
波
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
心
配

も
あ
り
ま
し
た
が
、
長
い
間
の
懸

案
だ
っ
た
久
留
米
地
区
の
市
民

後
見
育
成
研
修
が
、
令
和
四
年

七
月
三
一
日
（
日
）
か
ら
ス
タ
ー

ト
、
一
二
月
十
一
日
（
日
）
間
の
一

〇
日
間
、
総
研
修
時
間
・
五
〇

時
間
で
開
催
中
で
す
。

　

開
講
式
で
は
、
森
山
理
事
長

か
ら『
本
研
修
に
よ
り
、
久
留
米

地
区
に
多
数
の
市
民
後
人
が
、誕

生
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
応
じ
る
こ
と
は
、
大
い
に

地
域
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
の

で
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の

期
待
に
添
う
よ
う
頑
張
っ
て
下

さ
い
』と
挨
拶
が
あ
り
、
受
講
生

三
五
名
全
員
が
決
意
も
あ
ら
た

に
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

　

本
研
修
で
は
、
充
実
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
み
込
ま
れ
、
講

師
陣
も
、
優
れ
た
専
門
家
や
実

務
家
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。現

在
、研
修
も
終
盤
に
差
し
掛
か
ろ

う
と
し
て
お
り
、
今
後
は
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
科
目
が
中
心
と
な
り

ま
す
。こ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
三

単
位
、
計
三
時
間
設
け
ら
れ
、
受

講
生
は
三
班
に
分
か
れ
、担
当
を

決
め
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
問
題
を
、
検

討
し
、班
の
全
員
が
、デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
て
解
決
案
を
導
く
方

式
で
す
。こ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
段

階
に
な
る
と
、受
講
生
は
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
熱
を
帯
び
て
き
ま

す
。出
席
率
は
極
め
て
高
く
、
こ

の
熱
心
な
受
講
生
が
研
鑽
を
積

み
、〝
市
民
後
見
人
〞の
多
数
の
輩

出
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
研
修
が
終
え
る
と
、
当
法

人
の
基
本
理
念
で
あ
る
、『
判
断

「
二
百
円
も
し
た
の
な
ら
い
ら
な

か
っ
た
」
と
い
わ
れ
た
そ
う
で
あ

る
。Ｂ
さ
ん
は
、
買
わ
ず
に
帰
り
、

「
値
上
が
り
し
て
い
た
か
ら
買
っ

て
こ
な
か
っ
た
」と
い
う
と
、「
あ

な
た
も
気
の
き
か
な
い
人
ね
。百

円
く
ら
い
追
加
で
払
っ
た
の
に
」

と
い
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。こ
の

二
人
に
と
っ
て
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
よ

く
よ
く
考
え
て
や
っ
た
行
動
な

の
に
、
結
果
的
に
は
、
う
ら
ま
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験
談
で
あ

る
。後
見
人
の
仕
事
も
こ
れ
と
似

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。利
用
者
や
そ

の
家
族
は
、心
身
の
状
態
や
経
済

的
状
態
に
困
難
を
抱
え
て
い
る

人
が
多
い
。そ
れ
を
十
分
に
理
解

し
、利
用
者
や
家
族
と
相
談
の
う

え
で
了
解
を
得
て
行
っ
た
こ
と

な
の
に
、
あ
と
に
な
っ
て
不
満
を

い
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
往
々

に
し
て
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

「
利
用
者
の
た
め
を
思
っ
て
や
っ

た
こ
と
な
の
に
」
と
悲
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
経
験
は
誰
し
も
も
っ

て
い
る
。利
用
者
と
毎
日
接
し
て

い
る
福
祉
職
の
人
に
と
っ
て
は
な

お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。最

近
、
福
祉
職
の
な
か
に
、
精
神
的

に
不
安
定
に
な
り
休
職
や
離
職

す
る
人
が
増
え
て
い
る
の
も
、
こ

う
し
た
ス
ト
レ
ス
が
関
係
し
て

い
る
と
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
、人
間
を
相
手
に
す
る
仕

事
で
は
、自
分
の
士
気
を
維
持
す

る
た
め
の
気
分
転
換
の
工
夫
、
す

な
わ
ち
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
八
月
に
な
っ

て
、成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
民

法
改
正
の
議
論
が
始
ま
っ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
た
。認
知
症
高

齢
者
の
増
加
に
比
べ
て
成
年
後

見
制
度
の
利
用
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
事
態
を
受
け
て
、
も
っ
と

「
使
い
勝
手
」
の
良
い
仕
組
み
に

変
え
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

後
見
人
の
選
任
や
利
用
期
間
、

報
酬
の
基
準
な
ど
の
点
で
の
改

正
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い

る
専
門
職
後
見
人
の
不
祥
事
や

対
応
態
度
に
対
す
る
反
省
の
意

味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。専
門
職

の
な
か
に
は
、
利
用
者
や
家
族
の

意
向
を
無
視
し
て
、「
管
理
的
」思

考
で
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な

人
が
い
る
と
い
う
批
判
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。い
ま
や
、利
用
者
や

家
族
の
多
様
な
価
値
観
や
こ
れ

ま
で
の
生
活
を
尊
重
し
た
柔
軟

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。個

人
の
意
思
や
望
む
生
活
を
尊
重

し
た
対
応
、
こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に

市
民
後
見
人
の
特
徴
で
は
な
い

か
。と
き
に
は
行
き
違
い
や
思
わ

ぬ
言
動
を
浴
び
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
ろ
う
。だ
か
ら
こ
そ
、
個
々

人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
仕
事
継

続
の
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。

活
気
に
満
ち
た

　
受
講
生

活
気
に
満
ち
た

　
受
講
生

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

『
久
留
米
地
区
・
市
民

後
見
人
育
成
研
修
』

開
催
中

能
力
の
不
十
分
な
高
齢
者
や
障

害
者
が
、
何
時
で
も
、
ど
こ
で
も
、

容
易
に
成
年
後
見
制
度
を
利
用

し
て
、
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く

ろ
う
！
』
と
い
う〝
地
域
後
見
〞の

主
役
の〝
市
民
後
見
人
〞が
誕
生

し
ま
す
が
、
そ
の
主
役
の
皆
さ
ん

が
ど
の
よ
う
に
、
地
域
後
見
を
実

践
し
て
い
く
か
が
楽
し
み
で
す
。

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
成
年
後
見
安
心

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
熊
本
は
、成
年

後
見
制
度
の
活
性
化
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、『
判
断
能
力
の
不

十
分
な
高
齢
者
や
障
害
者
の

方
々
が
、
何
時
で
も
、
ど
こ
で
も
、

容
易
に
成
年
後
見
制
度
を
利
用

し
て
、
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く

ろ
う
』
と
い
う
地
域
後
見
の
実
現

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
主
役
は

『
市
民
後
見
人
』
で
す
。し
た
が
っ

て
、市
民
後
見
人
育
成
と
活
用
が

重
要
な
課
題
で
す
。そ
の
た
め
、

次
の
と
お
り
『
第
三
回
市
民
後

見
人
育
成
研
修
』を
開
催
し
て
い

ま
す
。開
催
期
間 

は 

、
令
和
四

年
一
二
月
三
日
か
ら
五
年
三
月

一
八
日
ま
で
、
第
一
・
第
三
土
曜

日
。た
だ
し
、
二
月
は
一
一
，
一
八

日
の
土
曜
日
全
八
回
。受
講
時

間
は
一
〇
時
〜
一
七
時
,
一
日
六

時
間
、
全
四
八
時
間
で
す
。会
場

は
熊
本
県
婦
人
会
館
に
な
り
ま

す
。応
募
資
格 

は
年
齢
四
〇
歳

以
上
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱

意
が
あ
り
、
成
年
後
見
制
度
分

野
で
の
活
躍
を
希
望
す
る
方
で

あ
れ
ば
、
国
家
資
格
や
専
門
的

知
識
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
は
、熊
本
局
番（
〇
九
六
）

T
E
L
：
二
八
八
ー
三
二
九
二

F
A
X
：
二
八
八
ー
三
二
九
三

野
ケ
イ
ト
ウ
、
秋
明
菊
、
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
コ
ス
モ
ス
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
、

大
文
字
草
の
花
が
彩
り
を
添
え

て
綺
麗
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。あ

い
に
く
も
み
じ
は
紅
葉
ま
で
に

は
色
づ
い
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、庭
園
内
で
は
委
任
者
や
会
員

の
皆
様
が
あ
ち
こ
ち
で
輪
に
な
っ

て
楽
し
く
談
笑
し
た
り
、
和
気

あ
い
あ
い
と
散
策
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

花
庭
園
の
見
物
の
後
は
、ホ
テ

ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
和
食
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。食
事
会
の
冒
頭

に
、森
山
理
事
長
か
ら
、「
今
年
も

委
任
者
の
皆
様
の
お
元
気
な
お

姿
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。今
後
と

も
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
が

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

皆
さ
ん
方
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。」
と
の
挨
拶

が
あ
り
、食
事
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。委
任
者
の
方
々
は
食
事
会
で

の
懇
談
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

様
子
で
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

方
々
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
会
話

に
花
が
咲
き
、
予
定
し
て
い
た
時

間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。皆
さ
ん
は
、
し
ば

し
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
何
回
も

何
回
も
握
手
し
た
り
、
手
を
振
っ

て
い
る
の
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　

委
任
者
の
方
々
と
当
法
人
の

会
員
の
懇
親
会
は
、相
互
の
交
流

を
深
め
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る

と
と
も
に
、
当
法
人
と
委
任
者
の

方
々
と
強
い
絆
で
結
ば
れ
る
た

め
に
大
変
意
義
の
あ
る
催
し
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

来
年
も
ま
た
お
元
気
で
楽
し
く

お
会
い
で
き
る
よ
う
な
企
画
を

し
よ
う
と
気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

一
一
月
五
日（
土
）、
当
法
人
恒

例
の
任
意
後
見
移
行
型
契
約
を

締
結
し
て
お
ら
れ
る
委
任
者
の

方
々
と
任
意
後
見
研
究
会
メ
ン

バ
ー
な
ど
当
法
人
会
員
と
の
懇

親
会
が
、「
筥
崎
宮
花
庭
園
」で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
懇
親
会
は
、委
任
者
の
方
々

と
職
務
担
当
者
な
ど
会
員
と
の

相
互
の
絆
と
信
頼
を
深
め
る
趣

旨
で
平
成
二
六
年
度
か
ら
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
八
回
目
に

な
り
ま
す
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
第
七
波
が
沈
静
化
に
向
か

い
、
全
国
旅
行
支
援
も
始
ま
っ
た

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
昨
年
に
引

き
続
き
感
染
防
止
策
と
交
通
安

全
に
最
大
限
の
留
意
を
図
り
開

催
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
、
委

任
者
の
方
々
二
九
人
、当
法
人
会

員
二
五
人
の
総
勢
五
四
人
も
の

参
加
を
得
て
、無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

筥
崎
宮
花
庭
園
は
、
日
本
三

大
八
幡
宮
に
数
え
ら
れ
る
筑
前

国
一
宮「
筥
崎
宮
」の
参
道
沿
い
に

あ
り
ま
す
。

　

午
前
十
一
時
に
集
合
。当
日

は
、
小
春
日
和
の
快
晴
で
庭
園
の

散
策
に
は
絶
好
の
心
地
よ
い
天

気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。庭
園
に
は

筥崎宮・花庭園筥崎宮・花庭園 リーセントホテルリーセントホテル

熊
本
地
区
市
民
後
見
人

育
成
研
修
会
開
催
中
！
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質
問
　
当
法
人
と
任
意
後
見
契

約
（
移
行
型
を
含
む
。）
の
締
結
を

希
望
し
て
お
ら
れ
る
相
談
者
か

ら
、
私
に
は
施
設
入
所
の
際
の
身

元
保
証
人
が
い
な
い
の
で
、
当
法

人
に
身
元
保
証
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
な
さ
れ
た
場
合
、

ど
う
答
え
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

回
答
　
相
談
者
へ
の
説
明
と
し
て

は
、「
当
法
人
は
、
身
元
保
証
人
に

は
な
れ
ま
せ
ん
。た
だ
、
当
該
施
設

が
公
的
な
介
護
保
険
施
設
で
あ
る

か
否
か
に
よ
っ
て
対
応
は
異
な
り

ま
す
が
、基
本
的
に
は
、当
該
施
設

の
管
理
者
に
対
し
て
、
当
法
人
は

後
見
型
委
任
契
約
の
受
任
者
（
又

は
任
意
後
見
受
任
者
）、
又
は
任

意
後
見
監
督
人
選
任
後
の
任
意

後
見
人
（
以
下
「
任
意
後
見
人
等
」

と
い
う
。）
の
立
場
に
あ
る
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
任
意
後
見
人
等
の

職
務
内
容
等
を
具
体
的
に
説
明

し
て
、
任
意
後
見
人
等
の
職
務
内

容
は
、
身
元
保
証
人
の
保
証
す
る

事
務
を
全
部
網
羅
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、施
設
側
の
理
解
を
得
る

こ
と
に
よ
っ
て
、身
元
保
証
人
が
な

く
て
も
入
所
で
き
る
よ
う
配
意
し

て
い
ま
す
。」
と
の
回
答
で
差
し
支

え
な
い
と
考
え
ま
す
。

二
　
介
護
保
険
施
設
を
始
め
と

す
る
各
種
施
設
へ
入
所
す
る
よ
う

な
場
合
、
身
元
保
証
人
を
求
め
ら

れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。そ
の
理
由

は
、①
施
設
の
利
用
料
の
支
払
い
、

あ
る
い
は
入
所
者
が
施
設
等
に
損

害
を
与
え
た
こ
と
に
起
因
す
る
債

務
の
支
払
い
な
ど
の
確
保
、②
本

人
が
退
所
す
る
際
、
あ
る
い
は
死

亡
し
た
際
の
身
柄
の
引
き
取
り

先
、
あ
る
い
は
緊
急
事
態
が
生
じ

た
場
合
の
連
絡
先
な
ど
の
確
保
、

③
遺
留
品
･
存
置
物
等
の
引
き

取
り
先
な
ど
の
確
保
の
た
め
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
成
年
後
見
人
に
は
身

元
保
証
人
に
な
る
義
務
は
な
く
、

求
め
ら
れ
て
も
応
じ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、
任
意
後
見
人

等
の
場
合
も
同
様
で
す
。

　
当
法
人
は
、
任
意
後
見
移
行
型

の
委
任
者
本
人
が
施
設
入
所
に
際

し
、
身
元
保
証
人
を
た
て
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
次
の
よ
う

な
ス
タ
ン
ス
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

（一）
　
当
該
施
設
が
特
別
養
護
老

　
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施

　
設
、
介
護
医
療
院
な
ど
の
公
的

　
な
施
設
で
あ
る
場
合
、
身
元
保

　
証
人
が
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て

　
入
所
を
拒
否
す
る
行
為
に
つ
い

　
て
は
、
令
和
三
.
一
.
二
五
付

　
け
厚
生
労
働
省
令
第
九
号
「
指

　
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人

　
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　
基
準
」の
四
条
の
二（
提
供
拒
否

　
の
禁
止
）
に
お
い
て
、「
指
定
介

　
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
正
当
な

　
理
由
な
く
指
定
介
護
福
祉
施

　
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
ん
で

　
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て

　
い
る
の
で
そ
の
旨
を
説
明
し
、

　
身
元
保
証
人
な
し
で
入
所
で
き

　
る
よ
う
折
衝
し
、
了
解
を
得
て

　
い
ま
す
。

　
　
た
だ
、
当
法
人
が
任
意
後
見

　
人
等
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る

　
意
味
で
、
契
約
書
の
身
元
保
証

　
人
欄
に
は
、
身
元
保
証
人
の
文

　
字
を
削
除
の
上
、
誰
々
某
任
意

　
後
見
受
任
者
（
又
は
任
意
後
見

　
人
）
と
記
載
し
て
当
法
人
名
で

　
署
名
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（二）
　
次
に
、
当
該
施
設
が
前
記
以

　
外
の
施
設
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　
等
）の
場
合
は
、任
意
後
見
人
等

　
は
財
産
管
理
及
び
身
上
保
護
の

　
一
環
と
し
て
、本
人
の
財
産
の
範

　
囲
内
で
支
払
い
等
を
行
っ
た
り
、

　
本
人
が
退
所
あ
る
い
は
死
亡
し

　
た
際
に
は
身
柄
を
引
き
取
っ
た

　
り
、
非
常
時
の
場
合
の
緊
急
連

　
絡
先
に
な
っ
た
り
、
遺
留
品
･

　
存
置
物
等
の
引
き
取
り
を
行

　
う
な
ど
、
そ
の
職
務
内
容
を
具

　
体
的
に
説
明
し
、
任
意
後
見
人

　
等
が
付
い
て
い
れ
ば
、
身
元
保

　
証
人
は
必
要
な
い
こ
と
に
つ
い

　
て
の
理
解
を
求
め
た
上
で
、
身

　
元
保
証
人
を
立
て
ず
に
施
設
入

　
所
が
で
き
る
よ
う
折
衝
し
て
了

　
解
を
得
て
い
ま
す
。

　
　
な
お
、こ
の
場
合
も
、契
約
書

　
の
身
元
保
証
人
欄
は
、移
行
型

　
契
約
の
締
結
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
契
約
の
効
力
が
生
じ
る
ま
で

　
は
、
身
元
保
証
人
の
文
字
を
削

　
除
の
上
、
誰
々
某
任
意
後
見
受

　
任
者
、
と
記
載
し
て
当
法
人
名

　
で
署
名
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

　
す
。 

安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
の
文
化

第
一
　
市
民
後
見
人
と

し
て
の
自
己
研
鑽
・
鍛
錬

　
会
員
は
、
市
民
後
見
人
と
し

て
総
合
的
な
実
力
を
養
う
た

め
に
、
後
見
マ
イ
ン
ド
の
涵
養

を
含
め
自
己
研
鑽
と
鍛
錬
に

努
め
る
こ
と
。

第
二
　
支
え
合
い
に
よ

る
共
生
社
会
の
実
現

　
社
会
は
、
会
社
員
、
自
営
業
、

認
知
症
高
齢
者
、
障
害
者
、
生

活
困
窮
者
な
ど
様
々
な
状
況
の

人
達
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
人
が
お
互
い
に
理
解

し
合
い
、
支
え
会
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
と
も
に
生
き
生
き
と

し
た
人
生
を
送
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

第
三
　
ニ
ー
ズ
の
把
握

と
ス
ピ
ー
ド
感
に
よ
る

適
切
な
対
応

　
当
法
人
に
お
け
る
各
種
事

業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

常
に
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
挑
戦

の
心
を
も
っ
て
、
適
切
な
対
応

を
行
う
こ
と
。

任
意
後
見
人
等
と
身
元

保
証
人
に
つ
い
て

総
務
部
　
　
樋
口
　
健
児

相
談
・
学
び
の

コ
ー
ナ
ー

相
談
・
学
び
の

コ
ー
ナ
ー
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数
年
前
、
当
法
人
の
相
談
窓

口
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
一
人
住
い
だ

と
い
う
A
と
い
う
男
性
（
七
〇

歳
）
が
尋
ね
て
き
た
。相
談
の
内

容
は
老
後
に
備
え
て
介
護
施
設

を
物
色
し
て
い
た
が
、
ど
の
介
護

施
設
も
入
所
す
る
に
は
、施
設
入

所
契
約
の
際
は
、
身
元
保
証
人

と
連
帯
保
証
人
が
必
要
と
言
わ

れ
た
。A
に
は
身
寄
り
が
な
く
、

身
元
保
証
を
引
き
受
け
て
く
れ

そ
う
な
友
人
、
知
人
も
い
な
い
の

で
、
大
変
困
っ
て
市
の
相
談
室
に

相
談
し
た
。市
の
担
当
者
は
『
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
者
・
障
害
者
安

心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
』
に
相
談
し

た
ら
、と
助
言
し
て
く
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
に
相
談
の
結
果
、
当
法
人
の
相

談
者
か
ら
、
当
法
人
を
受
任
者

と
し
て
任
意
後
見
移
行
型
の
契

約
を
締
結
し
た
ら
、
当
法
人
が

委
任
者
本
人
の
財
産
管
理
や
身

上
保
護
を
支
援
す
る
責
任
を
負

う
こ
と
の
な
る
。そ
こ
で
、Ａ
の
施

設
入
所
の
場
合
で
も
、当
法
人
が

「
任
意
後
見
受
任
者
」
と
し
て
契

約
書
に
署
名
す
れ
ば
、
身
元
保

証
人
が
な
く
て
も
、入
所
契
約
が

出
来
ま
す
よ
、と
助
言
を
し
た
。

　

そ
こ
で
、早
速
A
は
当
法
人
と

任
意
後
見
移
行
型
の
契
約
を
締

結
し
た
。そ
の
際
、
こ
の
移
行
型

の
契
約
の
効
力
が
生
じ
た
場
合
、

利
用
料
の
支
払
い
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
、A
が
他
人
や
施
設
に
損
害
を

与
え
た
と
き
の
賠
償
、遺
体
の
引

き
取
り
か
ら
存
置
物
の
撤
去
に

至
る
ま
で
す
べ
て
に
つ
い
て
、
当

法
人
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
す

る
旨
説
明
さ
れ
た
。こ
れ
を
聞
い

て
A
は
、
大
変
喜
び
、
す
ぐ
に
入

居
を
希
望
す
る
施
設
入
居
申
込

書
を
取
り
寄
せ
、
当
法
人
の「
任

意
後
見
受
任
者
」の
添
え
書
を
し

て
も
ら
い
、
身
元
保
証
人
等
を
立

て
る
こ
と
な
く
、
無
事
入
居
で
き

た
。

　

そ
の
後
、数
年
が
過
ぎ
た
あ
る

日
、
A
は
施
設
で
脳
梗
塞
を
発

症
、
緊
急
入
院
と
な
っ
た
。そ
こ

で
、
病
院
か
ら
当
法
人
に
対
し
、

A
と
任
意
後
見
移
行
型
の
契
約

を
し
て
い
る
の
で
、
A
に
対
す
る

入
院
後
の
医
療
費
の
支
払
い
等

面
倒
見
て
欲
し
い
と
要
請
が

あ
っ
た
。そ
こ
で
当
法
人
は
即
座

に
A
と
連
絡
を
取
っ
て
、
任
意
後

見
移
行
型
の
契
約
の
効
力
を
発

効
さ
せ
た
後
、
森
山
理
事
長
か

ら
、同
契
約
に
基
づ
き
A
を
支
援

す
る
職
務
担
当
者
と
し
て
私
が

任
命
さ
れ
た
。

　

私
は
、直
ち
に
本
人
と
面
接
し

た
。本
人
は
集
中
治
療
室
の
治
療

中
で
、一
か
月
後
、リ
ハ
ビ
リ
治
療

に
移
行
し
た
が
、本
人
は
呂
律
が

回
ら
な
く
、
眩
暈
が
す
る
と
言
っ

て
、
歩
行
は
杖
を
使
っ
て
の
移
動

で
あ
る
。そ
の
間
、
私
は
、
医
師
の

指
示
に
従
い
、
本
人
に
で
き
る
だ

け
寄
り
添
い
、
治
療
の
手
助
け
に

努
め
た
。

　

ま
た
、
医
療
費
、
生
活
雑
貨
等

の
支
払
い
を
行
っ
て
、
病
院
や
ケ

ア
ハ
ウ
ス
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
た
。や
が
て
本
人
は

快
癒
し
て
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
戻
る

こ
と
が
で
き
、
本
人
は
と
て
も
喜

ん
だ
た
。

　

私
は
、
本
事
件
を
支
援
し
て

み
て
、
つ
く
づ
く
と
感
じ
た
こ
と

は
、
も
し
A
が
当
法
人
と
任
意

後
見
移
行
型
の
契
約
を
締
結
し

て
い
な
か
っ
た
ら
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

に
入
所
出
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う

し
、
ま
た
脳
梗
塞
で
緊
急
入
院

し
た
後
で
も
十
分
な
治
療
を
受

け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
手
厚
い

当
法
人
か
ら
の
支
援
も
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。そ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
任
意
後
見

移
行
型
の
契
約
は
、
ま
さ
に「
転

ば
ぬ
先
の
杖
」だ
と
実
感
し
た
。

　

A
さ
ん
が
委
任
者
で
九
一
歳

の
男
性
。私
が
受
任
者
と
な
り
、

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
年
）
一

〇
月
に
「
後
見
型
委
任
契
約
及

び
任
意
後
見
契
約
・
公
正
証
書
」

の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。本
契

約
の
委
任
事
務
処
理
に
は
、特
定

非
営
利
活
動
法
人
高
齢
者
・
障

害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が
、

指
導
監
督
す
る
仕
組
み
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
至
っ
た
経
緯
は
、
A
さ

ん
と
私
は
四
〇
年
来
の
家
族
ぐ

る
み
の
お
付
き
合
い
が
あ
り
、
亡

く
な
ら
れ
た
奥
様
か
ら
は
、『
A

さ
ん
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。そ

の
数
年
後
、
A
さ
ん
か
ら「
私
を

後
見
人
に
予
定
し
て
い
る
か
ら
」

と
聞
き
ま
し
た
。何
も
考
え
ず
に

「
任
せ
て
く
だ
さ
い
」、
と
軽
い
気

持
ち
で
返
答
し
ま
し
た
。そ
の
時

期
に
私
は
民
生
委
員
を
務
め
て

い
ま
し
て
、
委
員
の
研
修
で
成
年

後
見
制
度
の
講
座
が
あ
り
、そ
こ

で
、
初
め
て「
後
見
人
」の
何
か
を

知
り
、
軽
は
ず
み
な
返
事
を
し

た
と
恥
じ
ま
し
た
。

　

家
庭
裁
判
所
か
ら
成
年
後
見

開
始
申
立
て
手
引
き
を
取
り
寄

せ
て
、
申
請
書
を
作
成
し
、
A
さ

ん
の
実
像
を
知
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。A
さ
ん
を
囲
む
四
面
が

あ
る
な
ら
ば
、
正
面
は
、
際
立
っ

て
明
る
い
性
格
、
お
し
ゃ
れ
な
装

い
、
人
付
き
合
い
に
好
感
を
持
て

る
方
。右
側
は
、
長
年
の
喫
煙
で

呼
吸
器
機
能
障
害
の
健
康
状

態
。左
側
は
、
窮
屈
で
な
い
資
産

や
預
貯
金
の
規
模
で
す
。で
は
、

後
面
は
、
こ
の
先
の
未
来
を
ど
の

よ
う
に
生
き
て
い
く
か
、
そ
の
支

援
に
後
見
人
が
お
手
伝
い
す
る

こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
成
年
後
見
開

始
申
立
て
の
一
件
書
類
を
、
家
庭

裁
判
所
に
持
参
す
る
と
、A
さ
ん

が
希
望
さ
れ
る
後
見
人
は
、
貴

方
で
す
が
、
こ
の
申
立
て
書
を
見

る
限
り
、後
見
人
は
弁
護
士
に
な

る
と
思
い
ま
す
。一
度
選
任
さ
れ

る
と
、
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、A
さ
ん
に
そ
れ
で
よ
い
か
、確

認
し
て
下
さ
い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
し
た
。A
さ
ん
に
事
情
を
話
す

と
、貴
方
以
外
の
人
に
後
見
を
お

願
い
し
た
く
な
い
。『
申
請
は
止

め
る
』
と
の
判
断
で
し
た
。A
さ

ん
の
私
へ
の
信
頼
に
応
え
る
べ

く
、当
法
人
元
理
事
に
早
速
ご
相

談
し
、
A
さ
ん
と
共
々
に
森
山
理

事
長
へ
の
面
接
と
繋
が
り
、
そ
の

後
、
A
さ
ん
と
私
と
の
間
で
、
任

意
後
見
移
行
型
の
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、成
年
後
見

申
立
て
を
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
移
行
型
任
意
後
見
契

約
の
効
力
が
生
じ
る
と
、身
上
保

護
事
務
と
財
産
管
理
事
務
に
つ

い
て
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
。

　

月
一
回
の
後
見
実
務
研
修
受

講
と
理
事
各
位
の
ご
指
導
で
、
ま

が
り
な
り
に
も
半
期
報
告
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。職
務
担
当
者
の

立
場
で
A
さ
ん
に
接
す
る
中
で
、

森
山
理
事
長
の
指
導
は
、A
さ
ん

の
意
思
を
尊
重
し
身
上
保
護
優

先
の
考
え
方
で
、
ご
本
人
の
身
上

を
よ
く
把
握
し
て
、本
人
を
支
え

る
こ
と
で
し
た
。A
さ
ん
と
の
面

会
の
度
に
、
ど
ん
な
人
生
を
送
り

た
い
か
、
考
え
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。そ
し
て
終
末
の
こ
と
も
明
る

く
話
題
に
し
ま
し
た
。

　

A
さ
ん
も
大
変
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。法
定
後
見
か
ら
任
意
後

見
移
行
型
に
切
り
替
え
、
後
見

人
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

正
会
員
　
石
井
喬
志

正
会
員
　
石
井
喬
志

会
 員
・

支
援
者
の
広
場

会
 員
・

支
援
者
の
広
場

移
行
型
任
意
後
見

の
実
践

移
行
型
任
意
後
見

の
実
践

正
会
員
　
恒
任
フ
ミ
ヱ

正
会
員
　
恒
任
フ
ミ
ヱ

転
ば
ぬ
先
の
杖
に

感
謝
！

転
ば
ぬ
先
の
杖
に

感
謝
！
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正
会
員
　
砂
田
　
孝
子

（
第
五
回
市
民
後
見
育
成
研
修
生
）

正
会
員
　
砂
田
　
孝
子

（
第
五
回
市
民
後
見
育
成
研
修
生
）

成
年
後
見
制
度
の

活
性
化
を
見
直
す

今
後
の
課
題

成
年
後
見
制
度
の

活
性
化
を
見
直
す

今
後
の
課
題

本
稿
は
、
第
五
回
市
民
後
見
人

育
成
研
修
に
お
け
る
課
題
研
究

に
お
い
て
の
、最
優
秀
者
作
品
と

し
て
選
定
さ
れ
た
論
考
で
あ
る
。

　「
成
年
後
見
制
度
の
活
性
化

を
目
指
す
」一
五
周
年
記
念
誌
を

拝
読
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。社
会

の
変
化
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
、
対

応
す
る
た
め
に
研
鑽
を
重
ね
る

こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
こ
こ

ま
で
来
ら
れ
た
歩
み
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
参
考
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
、
研
修
に
参

加
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い

ま
し
た
。

　
成
年
後
見
制
度
は
二
〇
〇
〇

年
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
家
庭
や

地
域
社
会
で
暮
ら
せ
る
社
会
に

し
よ
う
と
い
う
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
本
人
の
残
存
能
力

の
活
用
、
自
己
決
定
の
尊
重
の
理

念
の
も
と
、本
人
の
財
産
と
権
利

を
守
る
た
め
に
、介
護
保
険
制
度

と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
低

下
し
た
人
た
ち
を
支
え
る
成
年

後
見
制
度
の
利
用
を
促
す
た
め
、

政
府
は
二
〇
二
二
年
度
か
ら
の

次
期
基
本
計
画
案
を
ま
と
め
た
。

　
弁
護
士
ら
専
門
職
が
勤
め
る

こ
と
の
多
い
後
見
人
を
、
親
族
や

市
民
後
見
人
に
交
代
し
や
す
い

よ
う
に
す
る
「
交
代
制
」
の
推
進

な
ど
が
見
直
し
の
柱
だ
。た
だ
、

使
い
勝
手
の
悪
さ
の
解
消
に
向

け
て
は
、担
い
手
不
足
な
ど
課
題

も
多
い
。

　
最
高
裁
の
成
年
後
見
制
度
の

利
用
者
は
二
〇
年
度
末
時
点

で
、
二
三
万
二
二
八
七
人
の
う

ち
、
僅
か
一
.
一
％
の
二
六
五
五

人
が
市
民
後
見
人
を
利
用
し
て

い
る
し
か
過
ぎ
な
い
。認
知
症
の

高
齢
者
が
六
〇
〇
万
人
と
推
計

さ
れ
る
な
か
、
必
要
と
し
て
い
る

人
は
高
齢
者
だ
け
で
は
な
い
。社

会
的
弱
者
と
言
わ
れ
て
い
る
人

た
ち
も
い
る
中
で
、
利
用
の
低
調

さ
が
際
立
つ
の
で
あ
る
。そ
の
背

景
に
は
使
い
勝
手
の
悪
さ
が
あ

る
。

　
後
見
人
は
、
認
知
症
の
高
齢

者
ら
の
財
産
を
管
理
す
る
代
理

権
が
あ
る
。制
度
発
足
当
初
は

親
族
が
選
ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
が
、
財
産
の
着
服
な
ど
不

正
が
相
次
ぎ
、
専
門
職
が
増
え

た
と
い
う
。家
族
内
の
金
銭
管
理

に
第
三
者
の
監
視
が
入
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
家
族
の
戸
惑
う

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

　
後
見
人
の
報
酬
は
、
管
理
す
る

財
産
の
額
に
応
じ
て
決
ま
る
基
本

報
酬
と
、
特
別
な
業
務
を
行
っ
た

と
き
に
支
払
わ
れ
る
付
加
報
酬

が
あ
る
。実
際
の
額
は
、家
裁
が
個

別
に
判
断
す
る
た
め
、
家
族
は
事

前
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
事
前
に
想
定
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
や
、
業
務
の
負
担
に
応

じ
て
報
酬
を
決
め
る
こ
と
が
必

要
と
指
摘
さ
れ
た
。

　
見
直
し
の
柱
の
一
つ
が
後
見

人
の
交
代
の
推
進
だ
。不
動
産
取

引
や
相
続
な
ど
、専
門
知
識
の
必

要
な
場
面
は
専
門
職
の
力
を
借

り
、日
常
生
活
の
支
援
が
中
心
に

な
っ
た
場
合
、親
族
や
市
民
後
見

人
に
交
代
す
る
「
リ
レ
ー
方
式
」

を
想
定
し
て
い
る
。

　
専
門
職
は
日
常
生
活
の
細
か

な
ニ
ー
ズ
ま
で
把
握
す
る
の
は

難
し
い
。市
民
後
見
人
や
親
族
に

交
代
す
る
こ
と
で
、
生
活
に
密
着

し
た
支
援
を
受
け
や
す
く
な
る

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
市
民
後
見
人
の
割
合
は
一
％

に
過
ぎ
ず
、普
及
に
重
要
な
の
は

担
い
手
の
確
保
だ
。

　
市
民
後
見
人
は
、
自
治
体
な

ど
が
地
域
住
民
の
希
望
者
に
、研

修
を
行
い
、
後
見
人
を
担
っ
て
も

ら
う
仕
組
み
だ
。当
事
者
の
も
と

へ
頻
繁
に
足
を
運
び
や
す
い
こ
と

な
ど
、
日
常
生
活
の
支
援
に
向
い

て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
同
じ
地

域
に
住
む
住
民
の
目
線
で
、
温
か

み
が
あ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。住
民
同
士
が
お

互
い
に
助
け
合
う
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。」

　
介
護
職
員
が
高
齢
者
の
金
銭

や
財
産
を
盗
ん
だ
り
、
不
正
使

用
し
た
り
す
る
「
経
済
的
虐
待
」

が
後
を
絶
た
な
い
。厚
生
労
働
省

に
よ
る
と
、二
〇
二
〇
年
度
は
全

国
で
五
九
人
が
被
害
に
遭
っ
た

と
認
定
さ
れ
た
が
、「
氷
山
の
一

角
」
と
み
ら
れ
る
。老
人
施
設
に

入
居
し
て
い
る
認
知
症
の
高
齢

者
が
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
目

立
っ
て
お
り
、
専
門
家
は
市
民
後

見
制
度
の
利
用
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、介
護

職
員
に
よ
る
経
済
的
虐
待
の
被

害
者
は
一
九
年
度
全
国
で
四
一

人
、
二
〇
年
度
は
五
九
人
。た

だ
、
虐
待
に
気
付
い
た
親
族
や
別

の
職
員
な
ど
か
ら
の
通
報
に
受

け
て
自
治
体
が
認
定
し
た
人
数

で
あ
る
た
め
、
担
当
者
は「
全
て

を
把
握
で
き
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
氷
山
の
一
角
」
と
し
て
い

る
。

　
福
岡
県
で
は
二
〇
年
度
ま
で

の
五
年
間
で
一
四
人
の
被
害
が

認
定
さ
れ
、
う
ち
一
〇
人
が
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な

認
知
症
を
患
っ
て
い
た
。

　
あ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
施

設
長
は
認
知
症
の
利
用
者
か
ら

預
か
っ
て
い
た
腕
時
計
や
指
輪

な
ど
無
断
で
売
却
を
し
、男
性
が

滞
納
し
て
い
た
施
設
利
用
料
に

充
て
て
い
た
。ほ
か
に
も
訪
問
介

護
職
員
が
、
認
知
症
の
男
性
の
自

宅
か
ら
貴
金
属
を
盗
ん
で
、質
屋

で
売
却
す
る
な
ど
し
て
い
た
。

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
の
金
銭

管
理
に
つ
い
て
、
国
が
自
治
体
に

示
し
て
い
る
指
針
で
は
、
入
居
者

自
身
が
行
う
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
る
が
、
本
人
が
施
設
側
に
依

頼
し
た
り
、
認
知
症
な
ど
で
判

断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
て
身

元
引
受
人
ら
が
承
諾
を
し
た
り

し
た
場
合
は
、
施
設
側
が
管
理

す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と

し
て
い
る
。

　
た
だ
、
公
益
社
団
法
人
･
全

国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
（
東

京
）
の
担
当
者
は
「
カ
ー
ド
を
預

か
り
、暗
証
番
号
も
把
握
す
る
の

は
レ
ア
ケ
ー
ス
。や
む
を
得
な
い

場
合
は
小
口
の
現
金
を
預
か
っ

て
買
い
物
を
し
、
収
支
を
身
内
に

報
告
す
る
の
が
一
般
的
だ
。」
と

す
る
。

　
そ
れ
以
外
防
止
策
と
し
て
、高

齢
者
虐
待
防
止
学
会
理
事
長
の

池
田
弁
護
士
は
、
市
民
後
見
制

度
の
利
用
を
提
案
す
る
。「
施
設

に
入
居
し
て
い
る
認
知
症
の
高

齢
者
が
預
金
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
も
、
銀
行

に
行
っ
て
預
金
の
出
し
入
れ
を

し
た
り
、自
分
の
代
わ
り
に
第
三

者
に
依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
は

判
断
能
力
の
衰
え
か
ら
困
難

だ
。」と
指
摘
。

　「
判
断
能
力
が
衰
え
る
前
に
、

預
金
の
出
し
入
れ
を
行
う
権
限

の
あ
る
後
見
人
を
作
る
必
要
が

あ
る
。」
と
し
て
い
る
。加
害
者
も

被
害
者
も
出
さ
な
い
た
め
に
は
、

不
正
防
止
の
徹
底
が
重
要
で
あ

る
。

　
二
二
年
度
か
ら
五
年
間
の
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計

画
を
三
月
に
決
定
す
る
方
針
で

あ
る
。

次
期
基
本
計
画
案
の
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
と
お
り

　
＊
生
活
の
状
況
に
応
じ
た
後     

　
　
見
人
の
柔
軟
な
交
代
の
推
進

　
＊
後
見
人
の
報
酬
の
見
直
し

　
＊
相
談
窓
口
の
整
備

　
＊
担
い
手
と
な
る
市
民
後
見

　
　
人
の
確
保
・
育
成

　
＊
不
正
防
止
の
徹
底

　
成
年
後
見
制
度
は
、
原
則
と

し
て
途
中
で
制
度
の
利
用
を
や

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
れ
が「
利
用
を
躊
躇
す
る
原

因
に
な
っ
て
お
り
、
大
き
く
転
換

を
図
る
べ
き
だ
」
と
の
意
見
。現

在
の
制
度
で
も
、後
見
人
を
交
代

す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、後
見
人

本
人
が
家
庭
裁
判
所
に
辞
任
を

申
し
出
て
、
家
裁
が
認
め
る
こ
と

が
条
件
で
あ
る
。

　
制
度
が
で
き
て
二
〇
年
以
上

が
経
過
し
、認
知
症
の
高
齢
者
に

対
し
て
、
利
用
の
低
調
さ
。そ
の

背
景
に
使
い
勝
手
の
悪
さ
な
ど

問
題
点
を
見
直
す
時
期
で
も

あ
っ
た
。

　
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
は
、
認

知
症
の
高
齢
者
だ
け
で
は
な
い
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
自
己

決
定
の
尊
重
の
理
念
の
も
と
、
本

人
の
財
産
と
権
利
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。余
裕

の
な
い
生
活
を
し
て
い
る
人
た

ち
が
、
報
酬
を
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
。政
府
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
こ
の
研

修
を
受
講
で
き
た
こ
と
に
、
と
て

も
意
味
を
感
じ
る
。必
然
的
に
活

動
を
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
て
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　
こ
の
研
修
に
は
、
講
師
の
先
生

方
の
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
改
善

に
、常
に
貴
重
な
お
時
間
を
費
や

し
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
こ

う
と
、そ
し
て
、一
人
で
も
多
く
の

担
い
手
を
増
や
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
の
思
い
も
あ
り
、
努
力
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き

ま
し
た
。

　
誰
も
が
、
明
日
は
保
証
さ
れ
て

お
ら
ず
、
行
く
道
で
あ
ろ
う
と
、

そ
の
た
め
に
も
こ
の
制
度
を
使
い

や
す
く
整
備
を
し
て
、社
会
的
弱

者
の
人
た
ち
も
尊
重
さ
れ
、生
き

や
す
い
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
は

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
社
会
作
り
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
に
は
行
政

と
も
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
仲
間
入
り
を
す
る
た
め

に
は
、
こ
れ
か
ら
も
研
修
に
積
極

的
に
参
加
し
、自
己
研
鑽
に
努
め

て
い
き
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い

こ
と
だ
と
思
う
。

に
A
と
連
絡
を
取
っ
て
、
任
意
後

見
移
行
型
の
契
約
の
効
力
を
発

効
さ
せ
た
後
、
森
山
理
事
長
か

ら
、同
契
約
に
基
づ
き
A
を
支
援

す
る
職
務
担
当
者
と
し
て
私
が

任
命
さ
れ
た
。

　
私
は
、直
ち
に
本
人
と
面
接
し

た
。本
人
は
集
中
治
療
室
の
治
療

中
で
、一
か
月
後
、リ
ハ
ビ
リ
治
療

に
移
行
し
た
が
、本
人
は
呂
律
が

回
ら
な
く
、
眩
暈
が
す
る
と
言
っ

て
、
歩
行
は
杖
を
使
っ
て
の
移
動

で
あ
る
。そ
の
間
、
私
は
、
医
師
の

指
示
に
従
い
、
本
人
に
で
き
る
だ

け
寄
り
添
い
、
治
療
の
手
助
け
に

努
め
た
。

　
ま
た
、
医
療
費
、
生
活
雑
貨
等

の
支
払
い
を
行
っ
て
、
病
院
や
ケ

ア
ハ
ウ
ス
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
た
。や
が
て
本
人
は

快
癒
し
て
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
戻
る

こ
と
が
で
き
、
本
人
は
と
て
も
喜

ん
だ
た
。

　
私
は
、
本
事
件
を
支
援
し
て

み
て
、
つ
く
づ
く
と
感
じ
た
こ
と

は
、
も
し
A
が
当
法
人
と
任
意

後
見
移
行
型
の
契
約
を
締
結
し

て
い
な
か
っ
た
ら
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

に
入
所
出
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う

し
、
ま
た
脳
梗
塞
で
緊
急
入
院

し
た
後
で
も
十
分
な
治
療
を
受

け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
手
厚
い

当
法
人
か
ら
の
支
援
も
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。そ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
任
意
後
見

移
行
型
の
契
約
は
、
ま
さ
に「
転

ば
ぬ
先
の
杖
」だ
と
実
感
し
た
。



（10）2022年12月　37号 高齢者・障害者の安心を追求するＮＰＯ法人

レッド
カード不

正
防
止

入
居
し
て
い
る
認
知
症
の
高
齢

者
が
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
目

立
っ
て
お
り
、
専
門
家
は
市
民
後

見
制
度
の
利
用
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、介
護

職
員
に
よ
る
経
済
的
虐
待
の
被

害
者
は
一
九
年
度
全
国
で
四
一

人
、
二
〇
年
度
は
五
九
人
。た

だ
、
虐
待
に
気
付
い
た
親
族
や
別

の
職
員
な
ど
か
ら
の
通
報
に
受

け
て
自
治
体
が
認
定
し
た
人
数

で
あ
る
た
め
、
担
当
者
は「
全
て

を
把
握
で
き
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
氷
山
の
一
角
」
と
し
て
い

る
。

　
福
岡
県
で
は
二
〇
年
度
ま
で

の
五
年
間
で
一
四
人
の
被
害
が

認
定
さ
れ
、
う
ち
一
〇
人
が
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な

認
知
症
を
患
っ
て
い
た
。

　
あ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
施

設
長
は
認
知
症
の
利
用
者
か
ら

預
か
っ
て
い
た
腕
時
計
や
指
輪

な
ど
無
断
で
売
却
を
し
、男
性
が

滞
納
し
て
い
た
施
設
利
用
料
に

充
て
て
い
た
。ほ
か
に
も
訪
問
介

護
職
員
が
、
認
知
症
の
男
性
の
自

宅
か
ら
貴
金
属
を
盗
ん
で
、質
屋

で
売
却
す
る
な
ど
し
て
い
た
。

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
の
金
銭

管
理
に
つ
い
て
、
国
が
自
治
体
に

示
し
て
い
る
指
針
で
は
、
入
居
者

自
身
が
行
う
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
る
が
、
本
人
が
施
設
側
に
依

頼
し
た
り
、
認
知
症
な
ど
で
判

断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
て
身

元
引
受
人
ら
が
承
諾
を
し
た
り

し
た
場
合
は
、
施
設
側
が
管
理

す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と

し
て
い
る
。

　
た
だ
、
公
益
社
団
法
人
･
全

国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
（
東

京
）
の
担
当
者
は
「
カ
ー
ド
を
預

か
り
、暗
証
番
号
も
把
握
す
る
の

は
レ
ア
ケ
ー
ス
。や
む
を
得
な
い

場
合
は
小
口
の
現
金
を
預
か
っ

て
買
い
物
を
し
、
収
支
を
身
内
に

報
告
す
る
の
が
一
般
的
だ
。」
と

す
る
。

　
そ
れ
以
外
防
止
策
と
し
て
、高

齢
者
虐
待
防
止
学
会
理
事
長
の

池
田
弁
護
士
は
、
市
民
後
見
制

度
の
利
用
を
提
案
す
る
。「
施
設

に
入
居
し
て
い
る
認
知
症
の
高

齢
者
が
預
金
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
も
、
銀
行

に
行
っ
て
預
金
の
出
し
入
れ
を

し
た
り
、自
分
の
代
わ
り
に
第
三

者
に
依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
は

判
断
能
力
の
衰
え
か
ら
困
難

だ
。」と
指
摘
。

　「
判
断
能
力
が
衰
え
る
前
に
、

預
金
の
出
し
入
れ
を
行
う
権
限

の
あ
る
後
見
人
を
作
る
必
要
が

あ
る
。」
と
し
て
い
る
。加
害
者
も

被
害
者
も
出
さ
な
い
た
め
に
は
、

不
正
防
止
の
徹
底
が
重
要
で
あ

る
。

　
二
二
年
度
か
ら
五
年
間
の
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計

画
を
三
月
に
決
定
す
る
方
針
で

あ
る
。

次
期
基
本
計
画
案
の
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
と
お
り

　
＊
生
活
の
状
況
に
応
じ
た
後     

　
　
見
人
の
柔
軟
な
交
代
の
推
進

　
＊
後
見
人
の
報
酬
の
見
直
し

　
＊
相
談
窓
口
の
整
備

　
＊
担
い
手
と
な
る
市
民
後
見

　
　
人
の
確
保
・
育
成

　
＊
不
正
防
止
の
徹
底

　
成
年
後
見
制
度
は
、
原
則
と

し
て
途
中
で
制
度
の
利
用
を
や

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
れ
が「
利
用
を
躊
躇
す
る
原

因
に
な
っ
て
お
り
、
大
き
く
転
換

を
図
る
べ
き
だ
」
と
の
意
見
。現

在
の
制
度
で
も
、後
見
人
を
交
代

す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、後
見
人

本
人
が
家
庭
裁
判
所
に
辞
任
を

申
し
出
て
、
家
裁
が
認
め
る
こ
と

が
条
件
で
あ
る
。

　
制
度
が
で
き
て
二
〇
年
以
上

が
経
過
し
、認
知
症
の
高
齢
者
に

対
し
て
、
利
用
の
低
調
さ
。そ
の

背
景
に
使
い
勝
手
の
悪
さ
な
ど

問
題
点
を
見
直
す
時
期
で
も

あ
っ
た
。

　
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
は
、
認

知
症
の
高
齢
者
だ
け
で
は
な
い
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
自
己

決
定
の
尊
重
の
理
念
の
も
と
、
本

人
の
財
産
と
権
利
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。余
裕

の
な
い
生
活
を
し
て
い
る
人
た

ち
が
、
報
酬
を
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
。政
府
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
こ
の
研

修
を
受
講
で
き
た
こ
と
に
、
と
て

も
意
味
を
感
じ
る
。必
然
的
に
活

動
を
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
て
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　
こ
の
研
修
に
は
、
講
師
の
先
生

方
の
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
改
善

に
、常
に
貴
重
な
お
時
間
を
費
や

し
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
こ

う
と
、そ
し
て
、一
人
で
も
多
く
の

担
い
手
を
増
や
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
の
思
い
も
あ
り
、
努
力
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き

ま
し
た
。

　
誰
も
が
、
明
日
は
保
証
さ
れ
て

お
ら
ず
、
行
く
道
で
あ
ろ
う
と
、

そ
の
た
め
に
も
こ
の
制
度
を
使
い

や
す
く
整
備
を
し
て
、社
会
的
弱

者
の
人
た
ち
も
尊
重
さ
れ
、生
き

や
す
い
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
は

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
社
会
作
り
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
に
は
行
政

と
も
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
仲
間
入
り
を
す
る
た
め

に
は
、
こ
れ
か
ら
も
研
修
に
積
極

的
に
参
加
し
、自
己
研
鑽
に
努
め

て
い
き
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い

こ
と
だ
と
思
う
。
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一
人
一
会
員
獲
得

運
動
推
進
中

新
会
員
獲
得

コ
ー
ナ
ー

新
会
員
獲
得

コ
ー
ナ
ー

　
当
法
人
が
更
に
一
層
充

実
、発
展
の
道
を
た
ど
る
た

め
に
は
、会
員
の
増
強
は
必

須
で
す
。新
会
員
獲
得
に
向

け
て
、皆
様
方
の
更
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
令
和
四
年
六
月
一
日
〜
令

和
四
年
一
〇
月
三
一
日
ま

で
の
新
規
入
会
者
）

正
会
員
・
賛
助
会
員
獲
得

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

賛
助
会
員

本
田
　
勝
利
　
様

坂
本
　
邦
子
　
様

古
井
　
紀
子
　
様

正
会
員

令
和
四
年
五
月
一
日
〜

令
和
四
年
一
〇
月
三
一
日

∧
N
P
O
安
心
サ
ポ
ー
ト
福
岡
受
領
分
∨

筑
紫
野
市
 

森
山
　
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
万
円

筑
紫
野
市
 

日
野
　
淨
子
　

　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
五
千
円

大
宰
府
市
 

 久
保
田
　
武
則
　

　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
一
万
円

小
郡
市
   

行
武
　
俊
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
円

宗
像
市   

有
田
　
晴
子
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
円

宗
像
市
   

伊
藤
　
昌
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
円

春
日
市 

 

平
山
　
正
明
　

　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
五
千
円

糟
屋
郡
宇
美
町
 
阿
部
　
比
呂
志
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
円

糟
屋
郡
粕
屋
町
　
南
　
隆
一
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
円

那
珂
川
市
 

 

古
賀
　
ナ
ツ
ヱ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
万
円

福
岡
市
早
良
区
　
豊
留
　
一
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
万
円

福
岡
市
中
央
区 

 

歩
こ
う
会

　
　
二
万
三
千
四
百
三
十
七
円

福
岡
市
中
央
区
 
山
本
　
和
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
千
円

糸
島
市
   

恒
任
　
フ
ミ
ヱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
万
円

 

 

匿
名
希
望
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
円

 

 

匿
名
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
円

 

 

匿
名
希
望
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
千
円

合
計
　
金
二
百
三
十
七
万
八
千
四

　
　
　
　
百
三
十
七
円
　
一
六
名

寄
付
者
紹
介
︵
敬
称
略
︶

告
知
板

内容

科目 金額

損害賠償準備金
安心サポートネット基金事業

障害者支援基金事業
合計

期首残高 当期増加額当期減少額 当期増加額当期減少額 期末残高

30,445, 681

87,749, 867

11,780, 150

129, 975, 698

21,384

2,000, 415

4

2,021, 803

2,449, 248

2,449, 248

30,467, 065

87,301, 034

11,780, 154

129,548, 253

特定非営利活動法人 高齢者・障害者安心サポートネット
令和4年度 貸借対照表　　　　　　　令和4年10月31日現在(単位:円)

Ⅰ資産の部
　1. 流動資產

　　　現金

　　　預貯金

　　　その他流動資産

　流動資產合計

　2. 固定資産

　　特定資産

　　　損害賠償準備資産

　　　安心サポートネット基金資産

　　　障害者支援基金資産

　　その他固定資産

　　敷金

　固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部
　　　流動負債

　　　前受金

　　　その他流動負債

　　流動負債合計

　負債合計

Ⅲ正味財産の部

　　前期繰越正味財産額

　　当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

491, 106

14,013, 027

13, 140

129, 548, 253

30, 467, 065

87, 301, 034

11, 780, 154

321, 774

260, 000

5, 370, 000

6, 331

140,091,382

Δ 820,413

14, 517, 273

130, 130, 027

5, 376, 331

144, 647, 300

5, 376, 331

139, 270, 969

144, 647, 300

(注記)
使途等が制約された寄付金等の内訳は以
下の通りです。
　当法人の正味財産は139,270,969円
ですが、そのうち129,548,253円は損害
賠償準備金と安心サポｰトネット基金事業
と障害者支援基金事業に使用される財産
です。（期末残高参照）
　したがって使途が制約されていない正
味財産は9,722,716円です。

新会員様

ご
寄
付
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
活
動
が

制
限
さ
れ
満
足
に
動
け
な
か
っ
た
年

と
な
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
制
限
が

解
除
さ
れ
、
明
る
い
光
が
見
え
て
き

た
と
感
じ
ま
す
。

　
先
日
、
全
国
紙
で
、
聴
覚
障
害
者

の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
『
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
』
の
二
〇
二
五
年
夏
季
大
会

の
東
京
開
催
決
定
。日
本
開
催
は
初

で
、
東
京
で
は
二
〇
二
一
年
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
く
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
大
き
な
国
際
大
会
と
な
る
と

の
記
事
を
見
ま
し
た
。一
九
二
四
年

か
ら
四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
き
た

大
会
で
す
。東
京
開
催
は
、〝
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
世
界
の
実
現
へ
さ
ら

な
る
前
進
と
な
る
〞と
の
大
会
関
係

者
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
法
人
の
理
念
で
も
あ
る
『
共
生

社
会
』
を
目
指
す
大
会
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
編
集
担
当
と
し
て
、
多
く
の
方
に

ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ど
う

ぞ
よ
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
田
中
　
記
）

編編
集集
後後
記記

安心サポートネット・グループ事件処理表 令和４年度10月末日現在

第
　
2
　
種

法 定 後 見 人 受 任
法 定 後 見 監 督 人 受 任
任 意 後 見 人 受 任
任 意 後 見 監 督 人 受 任
財 産 管 理 等 受 任
そ の 他

合 計

就任 未就任 就任 未就任 就任 未就任 就任 未就任 就任 未就任

0

3

0

1

1

0

0

0

1

0

6

1

0

2

0

0

0

0

36（4）

38（4）

0

77(8)

　

　

3

3

1

3

1

5

5

16

2

2

7

0

0

0

1

77（9）

48（1）

3

140(10)

　

1

3

4

　

1

2

2

1

1

1

1

4

1

1

0

0

0

7

3

0

12

　

0

　

0

　

0

1

6

1

7

7

0

1

0

2

8

33

4

3

9

0

0

0

2

120（13）

89（5）

4

231（18）

5

9

10

7

7

0

3

120（13）

91（5）

12

264（18）

第
　
1
　
種

遺 産 分 割 協 議
公 正 証 書 遺 言
法 定 後 見 開 始 申 立
任 意 後 見 契 約 の 締 結
財産管理等契約の締結
任意後見監督人選任申立
相 続 、表 示 等 登 記
遺 言 執 行 者
死 後 処 理
そ の 他（ 講 演 等 ）

合 計

本部受託 筑紫出張所受託 久留米出張所
本部処理
既済 未済 既済 既済 既済未済 未済 未済 既済 未済 計

会員配分 所処理 会員配分
既済 既済未済 未済
所処理 会員配分 合　　計

44（32）

3（3）

1（1）

26（21）

32（22）

105（79）

61（19）

44（11）

105（30）

6（5）

1（1）

6（4）

13（10）

1（1）

1（1） 　

72（54）

　

11（7）

5（4）

19（13）

18（13）

125（91）

0

53（7）

0

49（9）

1

103（16）　　　

7（6）

2（1）

8（2）

17（9）

就任 未就任 就任 未就任
5

1（1）

6（1）

1

2（1）

3（1） 0 0

134（97）

0

17（12）

6（5）

46（35）

63（41）

266（190）

0

0

116（27）

0

95（21）

1

212（48）

134（97）

0

133（39）

6（5）

141（56）

64（41）

478（238）

計

※第１種（　）書きは、取下げ等により年度途中に終了したもの。＜内書き＞

※第２種（　）書きは中途死亡、任期満了等により終了したもの。＜内書き＞

法人後見ＮＰＯ設立支援
設立後 1 年経過し、3 年以内の法人後見NPOについて、その着実な発展と財政基盤の安定化のため
『安心サポートネット基金から資金援助します』奮ってご応募下さい。
詳細は当法人ホームページでご確認下さい。

正会員を募集！
高齢者の福祉を支える

やり甲斐のあるお仕事です。
心から歓迎します。

賛助会員を募集！

成年後見人制度の
活性化に尽力する当法人
をご支援願います。

正会員、賛助会員募集のお知らせ！
応募詳細はホームページ
に記載しています。

http://anshin-net.jp/




